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今月の絵本

★★★9月の予告★★★
テーマ: いのち ～高齢者への感謝～

～新型コロナウィルス対策～
◎9月 15日（水）１時半より

大人の集まり

◎9月 25日（土）12時より

親子の集まり

＊参加費：１人100円

＊＊＊緊急事態宣言中です＊＊＊

「おむすびころりんはっけよい！」
作：森くま堂 絵：ひろかわさえこ (偕成社）

さんかくおむすびとまんまるおむすびの両国は

互いにけなし合い、いがみ合っていましたが、

とうとう「いくさ」になってしまいます。そして、

相撲で決着をつけることになるのですが、さあ

最後はどうなったのでしょうか。おむすび好き

にはたまらない絵本です。

「せかいでいちばんつよい国」
作：デビット・マッキー

訳：なかがわちひろ (光村教育図書）

「せかいじゅうの 人びとを しあわせ

にするため」に世界中を征服した、あ

る大きな国の大統領のおはなしです。

でも、大統領は、最後に残った小さな

国に行って、なんだか楽しそうにして

いるその国の様子に驚くのです。強

者のゆがんだ論理を明るいユーモア

で皮肉たっぷりに描いています。

子どもと大人の絵本の読書会 ＝8月休会(2021/8/28)＝

テーマ 「海でつながる世界」

８月の聖書 マタイによる福音書5章9節

平和を実現する人々は、幸いである、

その人たちは神の子と呼ばれる。

残念ながら、8月28日の読書会は中止となりまし

た。新学期も始まりましたが、どうぞ感染対策を

万全にして楽しい学校生活を送ってください。

ここに8月に取り上げる予定だった絵本やその他

おススメしたい絵本など6冊を紹介させていただ

きました。どうぞ興味のある方は、ステイホーム

の時間に、ぜひ読んでみてください。

「国連に行ってみよう」
作・絵：ナーネ・アナン (自由国民社）

国連事務総長夫人だったナーネ・ア

ナンさんの写真絵本！国連って何だ

ろう？世界で子どもたちはどんな暮ら

しをしているんだろう？国連で働く人

はどんなことをしているんだろう？戦

争のない世界、飢えのない世界、貧

困のない世界･･･どこでも子どもたち

が幸せでいられる世界をつくるために

働く大切さを伝えます。

「まるいちきゅうのまるいいちにち」
作：安野光雅 絵：エリック・カール他

(童話屋）

12月31日から1月1日に世界の子供た

ちがどんな風に過ごしているのかをエ

リック・カールさん、林明子さんをはじ

め、世界各地の8人の絵本作家さんが

描いています。

日本以外にも『国』がたくさんあること

など基本的なことから、時差や季節の

違いなど、たくさんのことを学べます。

たのしく絵を見比べながら世界に想い

をはせることができます。

「へいわとせんそう」
文：たにかわしゅんたろう 絵：Noritake

(ブロンズ新社）

くらべてみると、みえてくる！「へいわ

のボク」と「せんそうのボク」では、なに

が変わるのでしょうか。見開きページ

で対比していて、シンプルで言葉少な

い絵本ですが、確かなメッセージが伝

わってきます！

「ぼくのふとんは

うみでできている」
作：ミロコマチコ (あかね書房）

ふとんに入ったぼくに、どんな

夜の世界が広がっていくので

しょうか。今日はねこのシロと一

緒に寝ます。そしてふとんが海

に。。。

そして、不思議な時間の流れの

中にいろいろな出会いがあった

りします。またふとんはパンに

なったり。。。夢の世界に入り込

んでいきます。


